
様式第１０ 

循環型社会形成推進地域計画改善計画書 

 

地域名 構成市町村等名 計画期間 事業実施期間 

可茂地域 
美濃加茂市、可児市、坂祝町、富加町、川辺町、 

七宗町、八百津町、白川町、東白川村、御嵩町 

平成 29 年 4 月 1 日 

～令和 5 年 3 月 31 日 

平成 29 年 4 月 1 日 

～令和 5 年 3 月 31 日 

 

１ 目標の達成状況 

（ごみ処理） 

指      標 

 

現 状 

（平成27年度） 

目 標  

（令和５年度） A 
実 績   

（令和５年度） B 
実績 

/目標 

排出量 

 

 

 

生活系 総排出量 

      １人当たりの排出量 

38,784t 
163kg/人 

 34,265t (-11.7%) 
149kg/人（-8.6％） 

  37,882t (-2.3%) 
169kg/人 (3.7%) 

  19.7% 

-43.0% 

合 計 事業系生活系総排出量合計 55,467t 50,521t (-8.9%) 51,928t (-6.4%)  72.0% 

再生利用量 

 

総資源化量 
11,738t (18.6%) 11,450t (19.7%) 10,089t (18.8%) 18.2% 

※目標未達成の指標のみを記載。 

 

（生活排水処理） 

指      標 

 

現 状 

（平成27年度） 

目 標 

 （令和５年度） A 
実 績 

 （令和５年度） B 
実績 

/目標 

公共下水道 
 

汚水衛生処理人口 
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

165,456 人 
72.9％ 

173,726 人 
78.9％ 

170,987 人 
78.7％ 

66.9% 
96.8% 

集落排水施設等 
 

汚水衛生処理人口 
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

11,422 人 
5.0％ 

10,983 人 
5.0％ 

8,383 人 
3.9％ 

692.3% 
0.0% 

合併処理浄化槽等 
 

汚水衛生処理人口 
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

24,080 人 
10.6％ 

23,796 人 
10.8％ 

23,656 人 
10.9％ 

149.3% 
144.7% 

未処理人口 汚水衛生未処理人口 25,985 人 11,560 人 14,214 人 81.6% 

※目標未達成の指標のみを記載。 
 
 
 
 



２ 目標が達成できなかった要因 

【ごみ処理】 

 生活系総排出量及び１人当たりの排出量において目標が達成できなかった要因は、令和元年度の消費税引き上げ前の買い替え需要が要
因の１つとして考えられる。 

 再生利用量において目標が達成できなかった要因は、新型コロナウイルス感染防止対策に伴う活動縮小により、集団回収量が減少した
ことによると考えられる。 

 

【生活排水処理】 

・浄化槽やくみ取りからの下水道切り替えが進みにくかったため、相対的に合併処理浄化槽や未処理世帯の数値に影響を与えたと考えて
いる。 

・想定を上回る人口減少により、接続人口が減ったため。 

・高齢世帯が多いため合併処理浄化槽への転換意欲が低いと思われる。 

・消費税率や物価の上昇による施工費の増大に伴う施工の消極化。 

 

 

 

 

３ 目標達成に向けた方策 

目標達成年度 令和 10 年度まで 

 

【ごみ処理】 

 生活系総排出量及び１人当たりの排出量については、引き続き広報・啓発活動や環境教育の実施により、更なるごみの減量化を推進し
ていく。 

再生利用量については、生活系総排出量と同様に、広報・啓発活動、見学者への周知徹底、分別の情報を提供、集団資源回収の促進を
図る。なお、令和 10 年度からプラスチック製容器包装の分別回収が開始される見込みとなっている。 

 

【生活排水処理】 

・人口動態を的確に把握し、目標を設定する。浄化槽設置整備事業補助金の情報発信を継続的に行う。 

・未処理人口への接続の促進を行う。 

・下水道接続の必要性、合併処理浄化槽への転換の有用性を広報誌等で更にＰＲしていく。 

・国・県からの補助金に町単独での加算を継続する。 

  

 

 

 


